
  

仕 様 書 

 
 

 

１ 品 名    救助服一式 

          （別紙仕様書のとおり） 

          ・救助服上下 

          ・胸文字・背文字入り 

          ・個人ﾈｰﾑ 

          ・ワッペン台 

          ・レンジャーベルト 

 

２ 数 量    ２式 

 

３ 納入期限  令和２年 ６月３０日（火） 

 

４ 納入場所  熱海市消防本部が指定する場所 

 

５ その他    購入するサイズについては、契約後に消防本部と調

整すること。 



  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

エミユファイターⓇ救助服仕様書 
【ＣＸ－２９４０ＮＥＯ－ＡＴＨ（ＡＮ）型】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熱海市消防本部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 
 
１．型式 
（１）この救助服エミユファイター®救助服ＣＸ－２９４０ＮＥＯ－ＡＴＨ 

（ＡＮ型）は、上衣、ズボンともに特殊立体裁断を用いて縫製されたもの 
であること。 

（２）上衣  
①前身頃・後身頃・脇身頃及び、前袖・後袖・下袖・袖山及びヨーク続 

きからなる長袖型。 
②前合わせ：黒革付きファスナー式（衿先まで）。 
③胸ポケット：黒革付きファスナー式切りポケット。 
④袖口：黒革付きファスナー式、水かき付、カフス仕立て。 
⑤肩章：肩章付き。 
⑥ 脇下ベンチレーション式。 

（３）ズボン 
①前身頃・後身頃・脇身頃・内股部からなる長ズボン型。 
②脇ポケット：黒革付きファスナー式、マチ付きアウトポケット。  
③前あわせ：ファスナー式、前カン式。 

２．表生地（当本部指定） 
項    目                     規               格 
種    類  ＣＸ－２９４０－Ｎ エクスファイアⓇ サージ  Ｘ２９４５８ 
色  番  オレンジ（メタ型アラミドは原液着色） 
混 紡 率  メタ型アラミド ９３％ 

パラ型アラミド  ７％ 
組    織  ２／２ 綾織 
密    度  縦 ８６本以上  横 ７３本以上 ／２．５４ｃｍ間 
引張強力  縦 １２００Ｎ以上 横 １０００Ｎ以上 （ＪＩＳ Ｌ １０９６Ａ法） 
引裂強力  縦 ５０Ｎ以上   横 ４５Ｎ以上   （ＪＩＳ Ｌ １０９６Ｄ法） 
重  量  ２１０±１５ｇ／㎡ 

染色堅牢度  洗濯変退色４級以上 （ＪＩＳ Ｌ ０８４４Ａ－２法） 
汗変退色 ４級以上 （ＪＩＳ Ｌ ０８４８Ａ法） 
摩擦（乾）４級以上 （ＪＩＳ Ｌ ０８４９ Ⅱ形法） 

寸法変化率 縦横±２％以内   （ＪＩＳ Ｌ １０４２Ｇ法） 
燃 焼 性  残炎時間  １．０秒以下 （ＪＩＳ Ｌ １０９１Ａ－４法） 

余じん時間 １．０秒以下 （ＪＩＳ Ｌ １０９１Ａ－４法） 
炭化距離 ５．０ｃｍ以下 （ＪＩＳ Ｌ １０９１Ａ－４法） 

制 電 性  ７μＣ以下 （ＪＩＳ Ｌ １０９４ 摩擦帯電電荷量測定方法） 

３．条件 
（１）針数 

針目数は飾りステッチ、刺し、共に３ｃｍ間に１０針以上とする。 
（２）縫製糸 

メタ型芳香族ポリアミド４０番オレンジとする。 



  

（３）裁縫 
糸調子は上下ともツレ、タルミのないようにし、縫い始め・縫い終わりは返

し針を完全に行うこと。 
４． 縫製要領 

１．上衣 
   （１） 衿     

ア 衿幅は、中央で約１０ｃｍ・剣先で約９ｃｍとし、衿裏には山刺しを施

すこと。 
イ 衿台として中央で幅約３．５ｃｍの衿腰を切り替えしに付け、腰刺しは

５本以上とする。 
ウ 剣先部分まで、前身頃から続けてファスナーを縫い付ける。 

（２） 身頃 
ア 前中心は、黒革付きファスナーを衿先から前身頃にかけ続けて挟み縫い

する。下部には、閂止めを施す。 
前身頃のファスナー開口部は、左右とも端に芯糸を入れる。 

イ 肩章付とし、肩章は幅約５．５ｃｍ、長さ約１４．５ｃｍ、衿側は山型

とする。肩章付け根は二つ折りし、クロスステッチをかけ、身頃に縫付

け、更に約３．５ｃｍ衿側へ寄った箇所にダブルステッチにて身頃に縫

い止める。肩章先は釦止めとする。 

ウ 縦約２．５・横約４ｃｍの階級章取り付け用面ファスナー（オレンジ色）

を右胸ポケット上部から約１ｃｍ上に縫い付ける。 

エ 縦約２．５・横約４ｃｍの名札取り付け用面ファスナー（オレンジ色）

を左胸ポケット上部から約１ｃｍ上に縫い付ける。 

オ 裾は、シャツ型とし、三つ折り縫いとする。 

カ 前身頃刺子は、表生地を２枚重ねし、幅約１．５ｃｍの刺し子を入れる

（刺子箇所は概要図の通り）。 

キ 後身頃刺子は、衿付け後ろ中心から約２７ｃｍ下りを標準（Ｌ寸）とし、

表生地を２枚重ね、幅約１．５ｃｍの刺子を入れる（刺子箇所は概要図

の通り）。 

ク 脇身頃下側布と下袖布を縫い合わせ、脇部下部にベンチレーションを設

ける。 

ケ 左胸に「熱海消防」と濃紺色・角ゴシック体刺繍にて文字入れすること。 

コ 後身二重地刺し部分に「静岡県 熱海市消防本部 ＳＨＩＺＵＯＫＡ－

ＡＴＡＭＩ Ｆ．Ｄ．」の表示を濃紺色・指定書体にて刺繍文字入れす

ること（当本部指定書体・位置）。 

（３） 袖    

ア 袖は、４枚のハギ及びヨークからの続き袖にて構成される構造とし、肩

部分には、表生地を２枚重ね、幅約１．５ｃｍの刺子を入れる（刺子箇



  

所は概要図の通り）。 

イ 袖口は両玉縁、約１７ｃｍのファスナーで開閉するものとし、接着芯を

貼ったカフス式（カフス幅約６ｃｍ）とする。 

開き口にはカフス先端から開き止まりまで水かきを付け、ファスナーを

表地と水かきに挟み縫いする。水かき端部は約０．５ｃｍの三つ折り縫

いとする。 

ウ 肘部分には、表生地を２枚重ねし、幅約１．５ｃｍの刺子を入れた当て

布を取り付ける。当て布には運動性を良くするためにダーツを設ける。 

エ 左袖に当市指定ワッペン用台座を取付すること。 

（４） 胸ポケット  

ア 左右前身頃に切りポケットを各１箇所、二条縫いで縫い付ける。 

イ ポケット口は両玉縁、口幅約１４ｃｍとし、黒革付ファスナーを縫付け

る。 

ウ ファスナーは、閉じて脇側とする。 

エ 左ポケット内に、縦約４ｃｍ・横約５ｃｍの２本入りペン差し用ループ

を縫い付ける。 

（５）片布 

ア 右胸ポケット裏側に氏名片布、品質表示、警告表示を縫い付ける。 

イ 衿部分にサイズ表示及び衿吊りを縫い付ける。 

２．ズボン 

（１）身頃 

ア 前身頃３枚ハギ、後身頃２枚ハギ、脇身頃及び内股部各２枚ハギで構成

された構造とする。前身頃・後身頃・脇身頃及び内股部の上部及び膝当

て部は表生地を２枚重ねし、幅約１．５ｃｍの刺子を入れる（刺子箇所

は概要図の通り）。 

イ 脇・尻・内股縫いは、インターロック、片倒し縫いを施す。 

   （２） 脇ポケット 

ア 左右に各１個、アウトポケットを縫い付け、風巾部分は一枚裁ちとする。 

イ ポケット付け位置は中央部で上端から約２９ｃｍ下がりを標準（Ｌ寸） 

とする。 

ウ ポケット口は両玉縁とし、口幅約１９ｃｍ、斜め式とする。 

エ 黒革付ファスナー開閉式とし、ファスナーは閉じて尻側とする。 

    （３） 前合せ 

      前合わせは、前カン及びファスナー式とし、ファスナー止まり下部には

閂止めを施す。 

    （４） ウエスト・ベルト通し 

       ア 腰裏にすべり止めマーベルトを縫い付ける。 

イ ベルト通しは、横巾約９ｃｍとする（４８～５０ｍｍ巾レンジャーベル



  

トの通る有効幅）。位置は、後中央に１本、左右に各２本の計５本とし、

ウエスト上端から約１ｃｍ下げて縫い、下部は二重縫いで身頃に止め、

両端に閂止めを施す。 

  （５） 裾口 

      裾口には絞り紐を入れ、踵止めゴム紐を縫い付ける。  

  （６） 片布 

左脇ポケット裏側に氏名片布、品質表示、警告表示、サイズ表示を縫い

付ける。 

５．寸法表 
   （１）上衣                 （単位：ｃｍ） 

サイズ 着丈 胸囲 胴囲 裄丈 
Ｓ ７３ １０１ ９９ ７９ 
Ｍ ７５ １０５ １０３ ８１ 
Ｌ ７７ １１１ １０９ ８４ 

ＬＬ ８０ １１７ １１５ ８６ 
３Ｌ ８１ １２３ １２１ ８９ 
４Ｌ ８４ １２９ １２７ ９１ 
５Ｌ ８６ １３５ １３３ ９４ 

    （２）ズボン                （単位：ｃｍ） 
サイズ ウエスト ヒップ 渡り幅 

Ｓ ７５ １００ ３３ 
Ｍ ７９ １０４ ３４ 
Ｌ ８３ １０８ ３６ 

ＬＬ ８７ １１２ ３７ 
３Ｌ ９１ １１６ ３８ 
４Ｌ ９５ １２０ ４０ 
５Ｌ ９９ １２４ ４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

６．概要図 

 



  

 
 

（単位  ㎝） 
 
＜上着＞ 
 胸ポケット  

 
 
 肩章 

 
 

 
＜ズボン＞ 
 脇ポケット 
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